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• Magic xpi 4.14の構成
• Linux上でのインストール/設定
• Windows上でのインストール/設定
• Magic xpi 4.14のインストール
• IMMのデプロイ
• 動作確認
• その他注意事項

Agenda
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Magic xpi 4.14の構成



Magic xpi 4.14ではシステムの構成に
・ Linux(Ubuntu)
・ Windows
の２つのOSを使用します。

【それぞれの役割】

• Windows
Magic xpi Server(MagicxpiSrver.exe)でプロジェクトを実行

• Linux
メッセージング層を構成するIMM(In Memory Middleware)を実行し、
リクエストの受付、プロジェクトの起動/停止、ログ(アクティビティログ)の管理を行う
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Magic xpi 4.14の構成
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IMM
(In Memory Middleware)



【IMMアーキテクチャ概要】

• メッセージング層として構成
➢ 独自コンテナ(Docker/Kubernetes)として構成
➢ Docker/ Kubernetes：Linux上の最新コンテナ技術
➢ Linux上でIMMは稼働

• Magic xpi サーバ(プロジェクト)との通信
➢ プロジェクトは今まで同様Windows上で稼働
➢ IMMエージェント(Windows上のプロセス)を使用してIMMと通信

• IMMとMagic xpi サーバ
➢ １つのIMMに対し、複数のMagic xpiサーバが接続可能
➢ 負荷分散、可用性
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IMM(In Memory Middleware)
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IMM(In Memory Middleware)

Linux上のコンテナ
複数サービスがIMM内のノードとしてデプロイ

IMM-トンネル

Log-DB

IMM-コントローラ

IMM-DB

モニタ

Windows上
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• IMM-エージェント
➢ xpiサーバ(プロジェクト)が実行されるサーバ上で必ず稼働
➢ プロジェクトの起動/停止、正常性のチェック
➢ 複数のエージェントもIMMで一括管理

• IMM-コントローラ
➢ IMM エージェントと通信し、xpiサーバの開始/停止の要求を受け付ける

• IMM-DB
➢ IMM が機能するために必要なすべての運用データが保存されるセントラルリポジトリすべての xpi

関連のランタイム データ、プロジェクト メタデータ、およびリアルタイム実行データが含まれます
➢ インメモリデータベースのRedisを使用

• LogDB
➢ xpiサーバによって生成されるすべてのアクティビティ ログの保管コンテナ
➢ 高速なMongoDBを使用
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IMM(In Memory Middleware)



• IMM-トンネル
➢ IMM アーキテクチャ内に存在する Webサービス
➢ すべての外部リクエスト (HTTPリクエスト、TCPリクエストなど) を処理し、リクエスト

をIMM コントローラにリダイレクト。
注: HTTP Web サーバー トリガーなどに必要なWeb サーバを代替するものではありません

• モニタ
➢ IMM とその配下で実行されている xpi プロジェクトに関する情報と状態関連データを提供

するインターフェイスです。
➢ 主な機能

ライセンスの使用状況、サーバーの負荷、フローの実行状況
注: 過去バージョンとは異なり、xpi モニタは IMM インフラストラクチャ内

に常駐します(Windowsサービスとして提供されません)。
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IMM(In Memory Middleware)



【開発環境構築】

• WSL2を使用
➢ WSL：Windows Subsystem for Linux ⇒ Windows上でLinuxを動かす仕組み
➢ PowerShell等のコマンドを実行する必要はありません
➢ Rancher Desktop(SUSE)でらくらく環境構築
➢ 自動的にDocker/Kubernetesをインストール/構成します
➢ Linux上にIMMをデプロイしてももちろん良い

• 簡単デプロイ
➢ Magic xpi4.14をインストール
➢ インストールフォルダ内にデプロイ用のバッチファイルが用意 ⇒ 実行するだけ
➢ 前述5つのサービスが自動的にデプロイ

10

IMM(In Memory Middleware)



【実行環境構築】

• Linux(Ubuntu)を準備
➢ MicroK8Sインストール
➢ Kubernetes 接続情報を出力し、Windowsへ

• 簡単デプロイ
➢ 接続情報をLinuxからコピー
➢ Magic xpi4.14をインストール
➢ インストールフォルダ内にデプロイ用のバッチファイルが用意 ⇒ 実行するだけ

WindowsからLinux上のKubernetesに接続し、デプロイ
➢ 前述5つのサービスがLinux上にデプロイ
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IMM(In Memory Middleware)



【システム要件】

• 開発環境
➢ CPU：2.66Ghz以上 4コア以上
➢ メモリ：16G以上
➢ 空きディスク容量：25G以上
➢ OS：Windows 10 pro, Windows 11 pro WSL2が有効である必要あり
（クラウド/仮想環境ではWSL2が無効の可能性あり）
Ubuntu 22.04.x LTS

注意）上記仕様は、xpi 開発環境とIMMを同一環境で実行する場合を想定。
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IMM(In Memory Middleware)



【システム要件】

• xpi 実行環境とIMMを同一環境で実行する場合
➢ CPU：2.66Ghz以上 8コア以上
➢ メモリ：32G以上
➢ 空きディスク容量：25G以上
➢ OS：Windows Server 2022 WSL2が有効である必要あり（クラウド/仮想環境ではWSL2が無

効の可能性あり）
Ubuntu 22.04.x LTS
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IMM(In Memory Middleware)



【システム要件】

• xpi実行環境とIMMを別環境で実行する場合
【Windowsサーバ】
➢ CPU：2.66Ghz以上 4コア以上
➢ メモリ：32G以上
➢ 空きディスク容量：25G以上
➢ OS：Windows Server 2016、2019、2022

【Linuxサーバ】
➢ CPU：2.66Ghz以上 4コア以上
➢ メモリ：16G以上
➢ 空きディスク容量：10G以上
➢ OS：Ubuntu 22.04.x LTS

注意１）AWSでは、EKSでもIMMは動作するが、料金体系が高額なので、Linuxでの動作が現実的。
注意２）本社開発部では、引き続き、WSL2以外にもWindowsOS上(Hyper-Vなど) でIMMを実行できる環境を検討/検証中。

正式サポートが確認された場合は、追って通知。
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IMM(In Memory Middleware)
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Linux上でのインストール/設定



• Linux上でのインストール/設定手順

➢ Linux(Ubunts 22.04.x LTS)のインストール
Ubunts 22.04.x LTSをインストールします
本資料ではOSのインストールについては割愛します

➢ microk8sのインストール

➢ Metallb(Loadbalancer)の設定

➢ 確認とconfigによる接続情報の取得
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Linux上でのインストール/設定



【microk8sのインストール】

➢ Linux上で以下のコマンドを実行し、microk8sをインストールします

> sudo snap install microk8s --classic

➢ コマンド実行結果
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Linux上でのインストール/設定



【 Metallb(Loadbalancer)の設定】

➢ Linux上で以下のコマンドを実行し、IPアドレスを調べます

> ip addr show eth0| grep -oP '(?<=inet¥s)¥d+(¥.¥d+){3}’

※ I/Fがeth0でない場合は、>ip a コマンド等を使用し、I/Fを調べます

➢ コマンド実行結果：このIPアドレスをメモしておきます
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Linux上でのインストール/設定



【 Metallb(Loadbalancer)の設定】

➢ Linux上で以下のコマンドを実行し、metallbを設定します

> sudo microk8s enable dns storage metallb
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Linux上でのインストール/設定



【 Metallb(Loadbalancer)の設定】

➢ Linux上で以下のコマンドを実行し、metallbを設定します

コマンドを実行すると、以下の画面でIPアドレスの入力を求められます。先にメモしたIPアドレスを指定します
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Linux上でのインストール/設定



【 Metallb(Loadbalancer)の設定】

➢ 「IPアドレス-IPアドレス」と入力します。この例では、「172.31.14.217-172.31.14.217」と入力します
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Linux上でのインストール/設定



【 Metallb(Loadbalancer)の設定】

➢ コマンド実行結果
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Linux上でのインストール/設定



【確認とconfigによる接続情報の取得】

➢ Linux上で以下のコマンドを実行し、statusを確認します

> sudo microk8s status

➢ コマンド実行結果
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Linux上でのインストール/設定



【確認とconfigによる接続情報の取得】

➢ Linux上で以下のコマンドを実行し、config (接続情報)を取得します

> sudo microk8s config
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Linux上でのインストール/設定



【確認とconfigによる接続情報の取得】

➢ コマンド実行結果
この結果をコピーし、Windows側に
保存します

これでLinux側のインストール/設定作業は
終了です。
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Linux上でのインストール/設定



26

Windows上でのインストール/設定



• Windows上でのインストール/設定手順

➢ Package管理システム chocolatey のインストール

➢ minikube のインストール

➢ helmのインストール

➢ configファイルの作成
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Windows上でのインストール/設定



【 Package管理システム chocolatey のインストール】

➢ PowerShellを管理者として実行し、以下のコマンドを実行します

> Set-ExecutionPolicy Bypass -Scope Process -Force; 
[System.Net.ServicePointManager]::SecurityProtocol = 
[System.Net.ServicePointManager]::SecurityProtocol -bor 3072; iex ((New-Object 
System.Net.WebClient).DownloadString('https://community.chocolatey.org/install.ps
1'))
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Windows上でのインストール/設定



【Package管理システム chocolatey のインストール】

➢ コマンド実行結果
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Windows上でのインストール/設定



【minikube のインストール】

➢ 引き続き、PowerShell(管理者)画面から、以下のコマンドを実行します

> choco install minikube
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Windows上でのインストール/設定



【minikube のインストール】

➢ コマンド実行結果
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Windows上でのインストール/設定

「A」を入力します



【helmのインストール】

➢ 引き続き、PowerShell(管理者)画面から、以下のコマンドを実行します

> choco install -y kubernetes-helm --version=3.12.3
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Windows上でのインストール/設定



【helmのインストール】

➢ コマンド実行結果

33

Windows上でのインストール/設定

minikube と同様に
Do you want to run the script ?
と質問された場合は「A」を入力します



【configファイルの作成】

➢ ログインアカウント フォルダー配下(Administratorでログインしているなら、
C:¥Users¥Administrator)に以下を作成します。

(1) .kube フォルダ
(2) .kube フォルダ内に config ファイル

config ファイルをエディタで開き、P.25で保存した内容をconfig ファイルに保存します

これでWindows側のインストール/設定作業は終了です。
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Windows上でのインストール/設定
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Magic xpi 4.14のインストール
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Magic xpi 4.14のインストール

• Magic xpi 4.14のインストール

➢ setup.exe の実行



【setup.exeの実行】

➢ setup.exeを実行し、インストールを開始します
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Windows上でのインストール/設定

In Memory Middlewareパラメータ画面：

【IMMホストおよびLog DBホスト】
Linuxに付けるホスト名を入力します
任意の値を入力可も、英小文字である必要があります

【IMMホストおよびLog DBホスト】
デフォルト値のままでOKです
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IMMのデプロイ
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IMMのデプロイ

• IMMをデプロイします

➢ deploy-imm.batの実行

➢ hostsファイルの修正



【deploy-imm.batの実行】

➢ <インストール先>¥InMemoryMiddleware¥deploy フォルダ内のdeploy-imm.bat を実行します
➢ コマンド実行結果
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Windows上でのインストール/設定

エラーがない場合は
「x」を入力し、バッチファイルを終了します。



【hostsファイルの修正】

➢ deploy-imm.bat 実行結果画面に表示されている内容：本例では 172.20.159.210 ホスト名
を C:¥Windows¥system32¥drivers¥etc¥hosts ファイルに追加します
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Windows上でのインストール/設定
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動作確認
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動作確認

• 動作確認

➢ WindowsサービスよりIMMエージェントを起動

➢ Magicモニタで確認

➢ kubectlコマンドでの確認



【 WindowsサービスよりIMMエージェントを起動】

➢ Windowsサービスより、
Magic xpi 4.14 IMM Agent
を起動します
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動作確認



【 Magicモニタで確認】

➢ デスクトップ上のショートカットよりMagicモニタを起動します
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動作確認

この3つの〇が緑なら
IMMが正しく動作している
ことを示しています



【 kubectl コマンドでの確認】

➢ コマンドプロンプトより以下のコマンドを実行

> kubectl get pods –A

➢ NAMESPACEが
magic-xpi-imm-ns
の行が6行表示されたらOK
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動作確認
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その他注意事項
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その他注意事項

• 注意事項

➢ コンピュータ名に「-」などいわゆる禁則文字は使用しないでください
➢ IMMホスト名には英小文字を使用します
➢ Networkの状態によってはデプロイがエラーとなる場合があります

その際は再度デプロイを行ってください
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その他注意事項

• 注意事項

➢ Proxy環境下ではKubernetes エンジン：microk8sを使用する際にProxyの
設定を行う必要があります

参考サイト： https://microk8s.io/docs/install-proxy

(1) /etc/environmentファイル

http_proxy="<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート"   例："http://ProxyServer.co.jp:8080"

https_proxy="<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート"
HTTP_PROXY="<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート"
HTTPS_PROXY="<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート"
NO_PROXY=10.0.0.0/8,192.168.0.0/16,127.0.0.1,172.16.0.0/16,127.0.0.1,.svc,.svc.cluster.loc

no_proxy=10.0.0.0/8,192.168.0.0/16,127.0.0.1,172.16.0.0/16,127.0.0.1,.svc,.svc.cluster.loc
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その他注意事項

• 注意事項

(2) /var/snap/microk8s/current/args/containerd-envファイル

http_proxy= "<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート"   例："http://ProxyServer.co.jp:8080"

https_proxy="<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート"
HTTP_PROXY="<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート"
HTTPS_PROXY="<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート"
NO_PROXY=10.0.0.0/8,192.168.0.0/16,127.0.0.1,172.16.0.0/16,127.0.0.1,.svc,.svc.cluster.loc

no_proxy=10.0.0.0/8,192.168.0.0/16,127.0.0.1,172.16.0.0/16,127.0.0.1,.svc,.svc.cluster.loc
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その他注意事項

• 注意事項

➢ Proxy環境下ではWindows側で「deploy-imm.bat」ファイルを実行してIMMをデプロイする前に
Windows側でProxyを設定を行う必要があります

SET HTTP_PROXY=<プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート 例：http://ProxyServer.co.jp:8080

SET HTTPS_PROXY= <プロトコル>://プロキシーサーバ:ポート
NO_PROXY=<P.18で調べたUbuntuのIPアドレス>



52

その他注意事項

• 注意事項

➢ Proxy環境下ではブラウザでMagicモニタを使用する際は、WindowsのProxy設定で
P.37で入力したIMMホスト名を
除外設定(NO_PROXY相当)として
入力する必要があります

除外設定(NO_PROXY相当)
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その他注意事項

• 注意事項

➢ IMMが動作するUbuntuとxpiサーバが動作するWindowsの間では以下のポートで通信かできる必要
があります

(1) ポート80：Magicモニタの通信で使用
(2) ポート6443：IMMデプロイ時、Kubernetus/Helmの通信で使用
(3) ポート16443：IMMデプロイ時、Kubernetus/Helmの通信で使用

ポートは6443、16443のどちらかが使用される
(4) ポート5116：imm-controller-serviceで使用
(5) ポート6379：imm-db-serviceで使用
(6) ポート5117：imm-tunnel-serviceで使用
(7) ポート27017：logdb-serviceで使用
(8) ポート8181：xpi-monitor-serviceで使用
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その他注意事項

• 注意事項

➢ Rancher Desktopを使用すると、Ubuntuのインストールおよび本資料で説明されているソフトウェアの
インストールは必要ありません

➢ Rancher Desktopが必要なソフトウェアをインストールし、設定します
➢ Rancher Desktop使用時はIMMのデプロイ時に deploy-imm.bat  を編集する必要があります

※ DEVNET 内 「Magic xpi 4.14 技術情報 ドキュメント」の
「WindowsでのRancher Desktopのインストール手順」を参照してください

https://devnet.magicsoftware.co.jp/images/skillup/magic/download/xpi414/Installations%20Ranc
her%20Desktop%20on%20Windows%20JPN.pdf



Thank you !
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